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北九州マラソン2025で入賞！
２月 16 日（日）に開催された北九州マラソン 2025 に本学の学生

を含む関係者（卒業生、教職員等）が多数出場されました。その中で、産業
保健学部看護学科３年の志村 悠樹さんが総合５位（2:25:20）、若松病院リハ
ビリテーション部 理学療法士の大宅 良輔さんが６位（2:27:12）入賞という結
果を残しました。また、24 歳以下の部門では志村悠樹さんが１位、医学部３年
清本未知さんが３位（2:29:14）の結果（２名とも陸上競技部所属）となりました。
　志村さんからは、｢朝早くから沿道や遠方より温かいご声援を賜り、誠にあ
りがとうございました。今後とも陸上競技部への温かいご声援とご支援を賜
りますよう、よろしくお願い申し上げます｣と喜びのコメントがありました。

　一緒に練習している志村くんと入賞することができて嬉しいです。私自身、陸上競技の経験はなく、28 歳
の時にダイエット目的でマラソンを始めました。年齢を重ねても、努力することで過去の自分を越えること

が快感となり、夢中になっていました。「人生で走れる
時間は思ったより短い」と思っていて、教えてくれた
のは患者さんでした。「元気なうちに色々な経験や体験
をすることが大切」と教わり、コツコツ努力を重ねた
結果、楽しく速く走れています。また走ることで学生
と切磋琢磨したり、新たなコミュニティが広がったり
と人生にビビットな彩りを与えてくれる存在となって
います。「今日が人生で一番若い時」、後悔しないよう
に走り続けたいです。

（学　生　課）

（若松病院リハビリテーション部　大宅　良輔）
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北九州マラソン2025 医療救護本部・AED隊ボランティア参加
２月 16 日（日）に約１万２千人のランナーと 27 万人の応援者が参加する北九州マラソン 2025 が

開催されました。大会の安心・安全な運営を支えるため、救急・集中治療科の尾崎 将之 教授（医療救護統括・
AED 隊隊長）をはじめ、濵田 千枝美（AED 隊副隊長）、尾辻 健 医師、三宅 功祐 医師、梶原 秀太 医師、立石 
純子 看護師、坂井 智浩 看護師、植木 亮磨 薬剤師が医療救護本部で活動しました。また、コース沿いでは本
学の医学部生が多数参加し、体調不良のランナーがいないか観察を行い、必要に応じて一次救命処置を実施す
る AED隊ボランティアとして活動しました。
　今後も社会貢献の一環として、この活動を継続していきたいと考えています。
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